
　
　
　
　

法
学
会
会
員
研
究
活
動
報
告
（
二
〇
一
六
年
四
月
～
二
〇
一
七
年
三
月
）

一　

著
書
・
編
著

二　

論
文

三　

判
例
研
究
・
批
評

四　

書
評

五　

翻
訳

六　

六
法
・
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル

七　

座
談
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
報
告
書
・
そ
の
他

八　

学
会
活
動

法
律
学
科

安　

部　

哲　

夫

二　

論
文

「
国
際
化
と
刑
事
政
策
」　

罪
と
罰
五
四
巻
一
号
（
平
成
二
八
年
一
二
月
）
一
〇
四
―
一
一
三
頁
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七　

そ
の
他

巻
頭
言
「
性
刑
法
の
改
革
と
被
害
者
の
視
点
」
被
害
者
学
研
究
二
六
号
（
平
成
二
八
年
五
月
）
一
―
三
頁

八　

学
会
活
動

⑴　

第
五
三
回
日
本
犯
罪
学
会
総
会
第
二
セ
ッ
シ
ョ
ン
座
長
」（
平
成
二
八
年
一
二
月
三
日　

東
京
医
科
歯
科
大
学
）

⑵　

日
本
犯
罪
学
会
理
事

⑶　

日
本
被
害
者
学
会
理
事　

石　

井　

保　

雄 

二　

論
文

「
戦
前
・
戦
中
期
に
お
け
る
後
藤
清
の
社
会
法
学
―
―
時
代
の
伴
走
者
の
記
録
―
―
」
獨
協
法
学
九
九
号
（
二
〇
一
六
年
四
月
）

二
五
―
一
七
五
頁

三　

判
例
研
究
・
批
評

「
政
治
ス
ト
―
―
三
菱
重
工
長
崎
造
船
所
事
件
（
最
二
小
判
平
四
年
九
月
二
五
日
）
―
―
ジ
ュ
リ
ス
ト
別
冊
二
三
〇
号
『
労
働
判

例
百
選
〔
第
九
版
〕』（
二
〇
一
六
・
一
一
）
一
八
八
―
一
八
九
頁

六　

六
法
・
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル

編
集
委
員
会
『
労
働
六
法
二
〇
一
七
』（
旬
報
社
・
二
〇
一
七
・
三
）
第
三
部
「
重
要
判
例
」（
四
七
）
年
休
取
得
の
不
利
益
取
扱
・

沼
津
交
通
事
件
（
最
二
小
判
平
成
五
・
六
・
二
五
）、（
七
二
）
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
・
丸
島
水
門
事
件
（
最
三
小
判
昭
和
五
〇
・
四
・
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二
五
）

七　

そ
の
他

「
法
学
者
の
本
棚
／
異
国
で
の
生
活
で
知
っ
た
『
自
己
決
定
・
自
己
責
任
』
／
久
米
邦
武
〔
編
〕『
特
命
全
権
大
使
米
欧
回
覧
実
記
』

（
岩
波
文
庫
・
一
九
七
七
～
一
九
八
二
）」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
二
〇
一
六
／
一
一
（
七
四
二
）
号

市　

川　

須
美
子

二　

論
文

「
最
高
裁
学
テ
判
決
四
〇
年
の
総
括
」
日
本
教
育
法
学
会
年
報
（
有
斐
閣
二
〇
一
七
年
三
月
）
四
六
号
二
一
―
三
七
頁

六　

六
法
・
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル

共
編
『
教
育
小
六
法　

二
〇
一
七
年
版
』（
学
陽
書
房
二
〇
一
七
年
一
月
）

小　

川　
　
　

健 

三　

判
例
評
釈

⑴　

新
・
国
際
商
事
仲
裁
関
係
判
例
紹
介
108
：
フ
ラ
ン
ス
判
例
（1re Ch. civ.,18 m

ars 2015, nº 14-13.336,  M
arriott 

International H
otels Inc. c/ M

. Ziad Fakhri et Sté Jnah D
éveloppem

ent SA
L ; Bull. civ. 2015 I nº 54.

）
Ｊ
Ｃ
Ａ

ジ
ャ
ー
ナ
ル
六
三
巻
六
号
（
平
成
二
八
（
二
〇
一
六
）
年
六
月
）
六
四
―
六
五
頁
（
単
著
）
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⑵　

新
・
国
際
商
事
仲
裁
関
係
判
例
紹
介
112
：
フ
ラ
ン
ス
判
例
（1re Ch. civ., 2 déc. 2015, nº 14-25.147, M

. Faisal Bin 

Fayyadh A
l Gobain c/ Crédit Foncier de France ; Bull. civ. I à paraître.

） 

Ｊ
Ｃ
Ａ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
六
三
巻
一
〇
号
（
平

成
二
八
（
二
〇
一
六
）
年
一
〇
月
）
五
六
―
五
七
頁
（
単
著
）

⑶　

新
・
国
際
商
事
仲
裁
関
係
判
例
紹
介
116
：
フ
ラ
ン
ス
判
例
（1re Ch. civ., 13 m

ai 2015, nº 13-17.751, Sté Com
m

issions 

Im
port-export 

（Com
m

issim
pex

） c/ Rép. du Congo ; Bull. civ. I nº 107. p. 104.

） 

Ｊ
Ｃ
Ａ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
六
四
巻
二
号

（
平
成
二
九
（
二
〇
一
七
）
年
二
月
）
五
六
―
五
七
頁
（
単
著
）

小　

野　

秀　

誠 

一　

著
書

「
法
学
上
の
発
見
と
民
法
」 （
信
山
社
、
二
〇
一
六
年
） 

二　

論
文

⑴　
「
ウ
ィ
ー
ン
条
約
と
日
本
民
法
・
序
説
」
獨
協
法
学
一
〇
〇
号
一
―
二
五
頁

⑵　
「
プ
ロ
イ
セ
ン
上
級
裁
判
所
と
ラ
イ
ヒ
大
審
院
」
獨
協
法
学
一
〇
一
号
二
一
―
五
五
頁

⑶　
「
フ
ィ
ッ
ケ
ン
チ
ャ
ー 

（W
olfgang Fikentscher, 1928.5.17-2015.3.12

）
と
ド
イ
ツ
民
法
」
国
際
商
事
法
務
四
五
巻
二
号

三
〇
六
―
三
〇
七
頁

七　

座
談
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
報
告
書
・
そ
の
他

⑴　
「
在
外
研
究
だ
よ
り
⑷　

ボ
ン
と
ラ
イ
ン
川
、
首
都
、
分
権
」
判
時
二
二
八
五
号
一
四
五
―
一
四
六
頁
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⑵　
「
在
外
研
究
だ
よ
り
⑸　

講
座
、
図
書
館
、
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
」
判
時
二
二
八
七
号
一
四
五
―
一
四
六
頁

⑶　
「
パ
ウ
ル
ス
教
会
と
ニ
コ
ラ
イ
教
会
」
Ｄ
Ｈ
国
際
書
房
カ
タ
ロ
グ
四
一
号

⑷　
「
最
終
講
義 （
二
〇
一
六
年
二
月
四
日
） 

民
法
と
三
〇
年
」
一
橋
法
学
一
五
巻
三
号
三
一
一
―
三
三
三
頁

小　

柳　

春
一
郎 

一　

著
書

（
共
著
）『
日
本
の
土
地
法

―
歴
史
と
現
状
〔
第
三
版
〕』（
稻
本
洋
之
助
、
周
藤
利
一
と
共
著
）
三
五
四
頁
、
成
文
堂
、

二
〇
一
六
年
四
月

二　

論
文

⑴　
「
原
子
力
損
害
の
賠
償
に
関
す
る
法
律
（
原
賠
法
、
一
九
六
一
年
）
の
立
案
経
緯
と
制
度
見
直
し
の
論
点
」
獨
協
法
学
九
九
号

九
五
―
一
四
六
頁
、
二
〇
一
六
年
四
月

⑵　
「
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
土
地
所
有
権
放
棄
の
新
判
例
：
危
険
崖
地
所
有
権
放
棄
に
関
す
る
破
毀
院
民
事
第
三
部
二
〇
一
五
年

一
一
月
五
日
判
決
（
判
例
集
登
載
）」
獨
協
法
学
一
〇
一
号
一
六
一
―
一
八
七
頁
、
二
〇
一
六
年
一
二
月

三　

判
例
研
究
・
批
評

「
判
例
評
釈
「
福
島
原
発
事
故
で
の
多
数
店
舗
経
営
企
業
の
営
業
損
害
賠
償
：
賠
償
終
期
と
損
益
相
殺
（
札
幌
地
判
平
成
二
八
年

三
月
一
八
日
）」『
新
判
例 W

atch

』
Ｔ
Ｋ
Ｃ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
掲
載
（https://lex.law

library.jp/com
m

entary/

pdf/z18817009-00-031181384_tkc.pdf

）
二
〇
一
六
年
八
月
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五　

翻
訳 

⑴　

翻
訳
：
ダ
ニ
エ
ル
・
ポ
ル
ヴ
レ
リ
「
コ
ル
シ
カ
に
お
け
る
不
動
産
承
継
の
特
質
：
相
続
登
記
未
了
問
題
の
解
決
の
た
め
に
」

獨
協
法
学
九
九
号
六
七
―
九
四
頁
、
二
〇
一
六
年
四
月

⑵　

翻
訳
：
ナ
デ
ー
ジ
ュ
・
ル
ブ
ー
ル
＝
モ
パ
ン
「
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
土
地
所
有
権
放
棄
：
考
察
す
べ
き
諸
要
素
」
獨
協
法

学
一
〇
〇
号
二
〇
五
―
二
二
二
頁
、
二
〇
一
六
年
八
月

⑶　

翻
訳
：
ソ
フ
ィ
ー
・
ビ
ュ
ニ
ク
「
表
の
大
都
市
圏
と
裏
の
大
都
市
圏
：
大
阪
都
市
周
辺
地
域
に
お
け
る
都
市
縮
退
、
人
口
減
少
、

移
動
困
難
」
獨
協
法
学
一
〇
一
号
二
三
五
―
二
五
七
頁
、
二
〇
一
六
年
一
二
月

八　

学
会
活
動
・
社
会
活
動
等

⑴　

報
告
「
境
界
不
明
・
相
続
登
記
未
了
・
土
地
所
有
権
放
棄
に
つ
い
て
：
フ
ラ
ン
ス
法
を
参
考
に
」（
東
京
弁
護
士
会
公
害
・
環

境
特
別
委
員
会
・
弁
護
士
会
館
（
東
京
））
二
〇
一
六
年
六
月
二
七
日

⑵　

報
告
「
空
き
家
空
き
地
問
題
と
国
土
管
理
」（
地
籍
問
題
研
究
会
第
一
六
回
研
究
大
会
・
金
沢
大
学
）
二
〇
一
六
年
七
月
一
六

日
⑶　

報
告
コ
メ
ン
ト
・
通
訳
（
ジ
ャ
ッ
ク
・
コ
ン
ブ
レ
報
告
）「
フ
ラ
ン
ス
の
離
婚
と
公
証
人
―
―
公
証
人
登
録
双
方
同
意
離
婚
の

導
入
を
踏
ま
え
て

―
」
関
西
大
学
法
学
研
究
所
第
五
一
回
公
開
研
究
会
二
〇
一
七
年
一
月
二
一
日

⑷　

報
告
「
空
地
空
家
問
題
と
所
有
者
不
明
不
動
産
」
岐
阜
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
二
〇
一
六
年
度
第
二
回
研
修
（
岐
阜
県
長
良

川
国
際
会
議
場
）
二
〇
一
七
年
二
月
一
七
日

⑸　

学
会
報
告«Establishm

ent of the N
uclear D

am
age Com

pensation Regim
e in Japan – W

ho Bears the 

U
ltim

ate Risk?», 2016 A
nnual M

eeting of Law
 and Society A

ssociation, N
ew

 O
rleans M

arriott, the U
.S.A

. 
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June 3, 2016.
学
界
活
動
（
幹
事
、
理
事
以
上
）

地
籍
問
題
研
究
会
幹
事
（
二
〇
一
六
年
三
月
一
八
日
ま
で
副
代
表
幹
事
兼
事
務
局
長
、
同
日
か
ら
代
表
幹
事
）

社
会
活
動

草
加
市
住
居
表
示
住
居
表
示
整
備
審
議
会
会
長　

二
〇
一
六
年
一
〇
月

研
究
助
成
等

基
盤
研
究
（
Ｃ
）（
研
究
代
表
者
）「
原
子
力
損
害
賠
償
制
度
立
法
史
の
実
証
的
解
明
：
我
妻
榮
・
加
藤
一
郎
文
書
の
検
討
」

基
盤
研
究
（
Ａ
）（
研
究
分
担
者
）「「
財
の
法
」
の
基
礎
理
論
構
築
と
立
法
論
的
展
開
」

基
盤
研
究
（
Ｃ
）（
研
究
分
担
者
）「
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
「
契
約
締
結
と
平
等
取
扱
い
」：
民
法
の
憲
法
化
の
理
論
的
解
明
」

藤　

田　

貴　

宏 

二　

論
文

「
一
七
世
紀
バ
イ
エ
ル
ン
に
お
け
る
夫
婦
間
相
続
と
嫁
資
合
意
―
一
六
一
六
年
ラ
ン
ト
法
注
釈
文
献
の
典
拠
分
析
―
」（
一
）
獨

協
法
学
一
〇
〇
号
（
二
〇
一
六
年
八
月
）
二
七
―
一
一
五
頁
、「
同
」（
二
）
獨
協
法
学
一
〇
一
号
（
二
〇
一
六
年
一
二
月
）
五
七

―
一
二
四
頁

五　

翻
訳

⑴　
「
ベ
ー
ゼ
ラ
ー
の
相
続
契
約
学
説
史
」（
下
）
獨
協
法
学
九
九
号
（
二
〇
一
六
年
四
月
）
三
九
―
五
八
頁
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⑵　
「
バ
ル
タ
ザ
ル
と
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
バ
イ
エ
ル
ン
ラ
ン
ト
法
第
一
章
第
一
九
条
注
釈
」
獨
協
法
学
一
〇
一
号
（
二
〇
一
六
年
一
二

月
）
二
一
五
―
二
三
三
頁

吉　

川　

信　

將

一　

編
集

『
新
訂
版　

事
例
で
学
ぶ
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス　

第
２
版
』
第
一
法
規
・
二
〇
一
七
年
一
月

二　

研
究
ノ
ー
ト

「
株
主
優
待
等
に
関
す
る
一
考
察
―
剰
余
金
配
当
手
続
き
を
経
な
い
物
品
・
サ
ー
ビ
ス
等
の
株
主
へ
の
付
与
に
つ
い
て
―
」
獨
協

法
学
一
〇
〇
号
二
〇
一
六
年
八
月
一
二
七
―
一
四
六
頁

三　

判
例
研
究

⑴　
「
監
視
義
務
違
反
に
よ
る
取
締
役
の
損
害
賠
償
責
任
が
認
め
ら
れ
た
事
例
（
大
阪
地
判
平
成
二
四
年
六
月
二
九
日
）」
法
学
研

究
八
九
巻
六
号
二
〇
一
六
年
六
月
一
一
七
―
一
二
八
頁

⑵　
「
監
視
義
務
違
反
に
基
づ
く
取
締
役
の
損
害
賠
償
責
任
（
大
阪
地
判
平
成
二
四
年
六
月
二
九
日
）」
永
井
＝
中
島
＝
南
保
編
『
会

社
法
新
判
例
の
分
析
』
中
央
経
済
社
二
〇
一
七
年
一
月
二
一
二
―
二
一
八
頁

⑶　
「
計
算
書
類
の
虚
偽
記
載
と
会
計
監
査
人
の
責
任
（
大
阪
地
判
平
成
一
八
年
二
月
二
三
日
）」
永
井
＝
中
島
＝
南
保
編
『
会
社

法
新
判
例
の
分
析
』
中
央
経
済
社
二
〇
一
七
年
一
月
二
五
九
―
二
六
五
頁

⑷　
「
濫
用
的
会
社
分
割
と
法
人
格
否
認
の
法
理
（
福
岡
地
判
平
成
二
三
年
二
月
一
七
日
）」
永
井
＝
中
島
＝
南
保
編
『
会
社
法
新

454

獨協法学第103号（2017年８月）

― ―



判
例
の
分
析
』
中
央
経
済
社
二
〇
一
七
年
一
月
三
七
〇
―
三
七
六
頁

神　

馬　

幸　

一 

一　

著
書
・
編
著

⑴　

神
馬
幸
一
「
人
の
始
期
」・「
自
殺
関
与
罪
か
殺
人
罪
か
⑴
～
⑶
」・「
胎
児
性
致
死
傷
⑴
」
井
田
良
＝
城
下
裕
二
（
編
）『
刑
法

各
論
判
例
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
』
商
事
法
務
（
二
〇
一
六
年
一
〇
月
）
二
―
九
、一
二
―
一
三
頁

⑵　

神
馬
幸
一
「
自
動
車
運
転
を
や
め
よ
う
と
し
な
い
認
知
症
高
齢
者
に
つ
い
て
相
談
さ
れ
た
と
き
」（
大
塚
芳
子
：
共
著
）・「
認

知
症
高
齢
者
が
違
法
行
為
（
万
引
き
）
を
く
り
返
す
と
き
」（
大
塚
芳
子
：
共
著
）・「
認
知
症
高
齢
者
の
自
動
車
運
転
に
対
す
る

法
的
措
置
」・
認
知
症
高
齢
者
の
情
報
を
共
有
（
取
得
）
す
る
た
め
に
」・「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
・
守
秘
義
務
・
個
人
情
報
保
護
法
制
」

松
田
純
＝
堂
囿
俊
彦
＝
青
田
安
史
＝
天
野
ゆ
か
り
＝
宮
下
修
一
（
編
）『
ケ
ー
ス
で
学
ぶ
認
知
症
ケ
ア
の
倫
理
と
法
』
南
山
堂

（
二
〇
一
七
年
三
月
）
一
二
三
―
一
三
六
、一
四
九
―
一
五
〇
頁

二　

論
文

⑴　

神
馬
幸
一
「
ド
イ
ツ
の
犯
罪
学
に
お
け
る
近
時
の
研
究
指
導
体
制
と
教
育
状
況
（
二
・
完
）」
獨
協
法
学
九
九
号
（
二
〇
一
六

年
四
月
）
横
一
（
三
二
二
）
―
横
三
八
（
二
八
五
）
頁

⑵　

神
馬
幸
一
「
ド
イ
ツ
刑
法
に
お
け
る
『
自
殺
の
業
務
的
促
進
罪
』
に
関
し
て
」
獨
協
法
学
一
〇
〇
号
（
二
〇
一
六
年
八
月
）

横
一
一
七
（
二
八
六
）
―
横
一
四
九
（
二
五
四
）
頁

⑶　

神
馬
幸
一
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
移
植
医
療
で
は
、
な
ぜ
、
反
対
意
思
表
示
方
式
が
採
用
で
き
た
の
か
」
年
報
医
事
法
学
三
一
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号
（
二
〇
一
六
年
九
月
）
三
〇
―
三
六
頁

⑷　

神
馬
幸
一「
間
接
的
臨
死
介
助（
安
楽
死
）の
正
当
化
根
拠
」獨
協
法
学
一
〇
一
号（
二
〇
一
六
年
一
二
月
）横
一
二
五（
一
九
六
）

―
横
一
五
九
（
一
六
二
）
頁

五　

翻
訳

⑴　

神
馬
幸
一
「
ド
イ
ツ
刑
法
新
二
一
七
条
の
法
律
案
理
由
書
（Bundestagsdrucksache 18/5373

）」
獨
協
法
学
一
〇
〇
号

（
二
〇
一
六
年
八
月
）
横
二
二
三
（
一
八
〇
）
―
横
二
五
五
（
一
四
八
）
頁

⑵　

神
馬
幸
一
（
小
池
信
太
郎
：
共
訳
）「
ス
イ
ス
刑
法
典
第
一
編
総
則
」
慶
應
法
学
三
六
号
（
二
〇
一
六
年
一
二
月
）
二
九
五
―

三
六
一
頁

⑶　

神
馬
幸
一
（
只
木
誠
：
監
訳
）「
グ
ン
ナ
ー
・
デ
ュ
ト
ゲ
『
刑
法
的
に
規
制
さ
れ
た
死 

―
― 

業
と
し
て
の
自
殺
援
助
と
い
う

新
し
い
刑
法
上
の
構
成
要
件 
―
― 
』」
比
較
法
雑
誌
五
六
巻
三
号
（
二
〇
一
六
年
一
二
月
）
二
〇
九
―
二
二
八
頁

七　

座
談
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
報
告
書
・
そ
の
他

神
馬
幸
一
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
治
療
拒
否
を
考
え
る
』
法
律
の
立
場
か
ら
」
日
本
摂
食
障
害
学
会
第
二
〇
回
学
術
集
会
（
二
〇
一
六

年
九
月
三
日
）
東
京
大
学

八　

学
会
活
動

⑴　

神
馬
幸
一
「
治
療
中
止
の
刑
法
的
構
成
と
患
者
の
意
思 
―
― 

ド
イ
ツ
語
圏
に
お
け
る
議
論
状
況 

―
―
」
第
八
七
回
早
稲
田

大
学
刑
事
法
学
研
究
会
（
二
〇
一
六
年
五
月
七
日
）
早
稲
田
大
学

⑵　

神
馬
幸
一
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
『
治
療
中
止
の
刑
法
的
構
成
と
患
者
の
意
思
』
ド
イ
ツ
語
圏
に
お
け
る
議
論
状
況
」
日
本
刑

法
学
会
第
九
四
回
大
会
（
二
〇
一
六
年
五
月
二
二
日
）
名
古
屋
大
学
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⑶　

神
馬
幸
一
「
ド
イ
ツ
刑
法
に
お
い
て
新
設
さ
れ
た
『
自
殺
の
業
務
的
促
進
罪
』
の
問
題
点
」
第
二
八
回
日
本
生
命
倫
理
学
会

年
次
大
会
（
二
〇
一
六
年
一
二
月
三
日
）
大
阪
大
学

⑷　

日
本
医
事
法
学
会
「
年
報
医
事
法
学
」
編
集
委
員

張　
　
　

睿　

暎

二　

論
文

⑴　

張
睿
暎
「
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
の
流
通
促
進
に
向
け
た
制
度
設
計
〜
韓
国
・
英
国
の
デ
ジ
タ
ル
著
作
権
取
引
所
（
Ｄ
Ｃ
Ｅ
）

構
想
お
よ
び
欧
米
の
動
向
か
ら
の
示
唆
〜
」
著
作
権
研
究
第
四
二
号
（
二
〇
一
六
年
四
月
）
一
一
七
―
一
六
〇
頁

⑵　

張
睿
暎
「
韓
国
に
お
け
る
医
薬
品
許
可
・
特
許
連
携
制
度
導
入
後
の
現
状
と
課
題
」
月
刊
パ
テ
ン
トV

ol.69 N
o.7

（
二
〇
一
六

年
五
月
号
）
三
―
九
頁

⑶　

張
睿
暎
「
著
作
権
侵
害
に
対
す
る
法
定
損
害
賠
償
制
度
の
韓
米
比
較
」
渋
谷
達
紀
教
授
追
悼
論
文
集
編
集
委
員
会
編
『
渋
谷

達
紀
教
授
追
悼
論
文
集
―
知
的
財
産
法
研
究
の
輪
』（
発
明
推
進
協
会
、
二
〇
一
六
年
一
〇
月
）
七
〇
九
―
七
二
一
頁

⑷　

張
睿
暎
「
韓
国
に
お
け
る
知
財
の
動
き
」
高
林
龍
＝
三
村
量
一
＝
上
野
達
弘
編
『
年
報
知
的
財
産
法
二
〇
一
六
―
二
〇
一
七
』

（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
六
年
一
二
月
）
二
一
五
―
二
二
六
頁

⑸　

張
睿
暎
「
韓
国
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
著
作
権
侵
害
に
対
す
る
行
政
的
対
応
」
獨
協
法
学
第
一
〇
一
号
（
獨
協
大

学
法
学
部
、
二
〇
一
六
年
一
二
月
）
一
八
九
―
二
一
三
頁

⑹　

Y
eyoung CH

A
N

G, 

“Im
pact of the "D

igital Single M
arket Strategy for Europe" to the European copyright 

457

法学会会員研究活動報告

― ―



ecosystem

”, T
he Journal of Intellectual Property–Q

uarterly–, Creations &
 Rights, Issue 86, M

arch, 2017 

pp.101-129
三　

判
例
研
究
・
批
評

⑴　

張
睿
暎
「
著
作
者
の
政
治
的
傾
向
を
誤
解
さ
れ
る
形
で
著
作
物
を
利
用
す
る
行
為
が
、
著
作
者
人
格
権
を
侵
害
す
る
も
の
と

み
な
さ
れ
た
事
例（
天
皇
似
顔
絵
無
断
利
用
事
件
）」速
報
判
例
解
説
編
集
委
員
会（
編
）『
新
・
判
例
解
説W

atch

（
法
学
セ
ミ
ナ
ー

増
刊
速
報
判
例
解
説V

ol.19

）』
日
本
評
論
社
（
二
〇
一
六
年
一
〇
月
）
二
六
九
―
二
七
二
頁

⑵　

張
睿
暎
「
未
編
集
フ
ィ
ル
ム
の
著
作
権
帰
属
―
三
沢
市
勢
映
画
製
作
事
件
」
小
泉
直
樹
＝
田
村
善
之
＝
駒
田
泰
土
＝
上
野
達

弘
編
『
著
作
権
法
判
例
百
選
（
第
五
版
）
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
二
三
一
』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
六
年
一
二
月
）
八
二
―
八
三
頁

七　

座
談
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
報
告
書
・
そ
の
他

⑴　

張
睿
暎
「
日
本
の
商
標
制
度
―
商
標
法
の
概
要
と
紛
争
事
例
」、
二
〇
一
六
年
四
月
一
九
日
於K

O
T

RA

⑵　

張
睿
暎
「
引
用
と
フ
ェ
ア
ユ
ー
ス
」
駐
日
韓
国
大
使
館
・
早
稲
田
大
学
共
催
日
韓
知
財
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
二
〇
一
六
年
七
月

二
三
日
於
早
稲
田
大
学
早
稲
田
キ
ャ
ン
パ
ス

八　

学
会
活
動

⑴　

張
睿
暎
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
合
意
内
容
反
映
の
た
め
の
知
財
関
連
法
改
正
―
韓
国
の
経
験
か
ら
の
示
唆
」
第
一
四
回
日
本
知
財
学
会
学

術
研
究
発
表
会
、
二
〇
一
六
年
一
二
月
三
日
於
日
本
大
学
三
崎
町
キ
ャ
ン
パ
ス

⑵　

張
睿
暎
「
Ｅ
Ｕ
著
作
権
法
制
に
関
す
る
最
近
の
状
況
〜
デ
ジ
タ
ル
単
一
市
場
に
お
け
る
著
作
権
指
令
案
〜
」ALA

I Japan

研
究
大
会
二
〇
一
六
『
英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
が
知
的
財
産
法
制
に
与
え
る
影
響
』、
二
〇
一
六
年
一
二
月
四
日
於
一
橋
講
堂
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三　

谷　

裕　

美

七　

そ
の
他

Iijim
a, Y

., M
itani, H

., and O
kada, K

. 

（2016

）. Bridging EGA
P and ESA

P: A
 Case of a Project-based Course at 

D
okkyo U

niversity. Poster presentation. JA
CET

 43rd Sum
m

er Sem
inar （K

yoto

）.

齋　

藤　
　
　

実

一　

著
書

　
『
刑
法
各
論
判
例
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
』（
井
田
良
・
城
下
裕
二
編
）
分
担
執
筆
（
商
事
法
務
、
二
〇
一
六
年
一
〇
月
）

二　

論
文

⑴　
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
お
け
る
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
患
者
に
対
す
る
差
別
・
偏
見
」獨
協
法
学
第
一
〇
〇
号（
二
〇
一
六

年
八
月
）
一
〇
七
―
一
二
五
頁

⑵　
「
日
本
の
「
携
帯
乳
児
」
制
度
が
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
「
家
族
ユ
ニ
ッ
ト
」
か
ら
学
ぶ
こ
と
―
刑
務
所
内
で
子
ど
も
を
養
育
す
る

意
味
を
考
え
る
」
学
習
院
法
務
研
究
第
一
一
号
（
二
〇
一
七
年
一
月
）
二
〇
九
―
二
二
五
頁

⑶　
「
裁
判
員
裁
判
に
関
す
る
裁
判
例
の
総
合
的
研
究
：
被
害
者
参
加
（
刑
訴
法
三
一
六
条
の
三
三
以
下
）
に
関
す
る
諸
問
題
」
判

例
秘
書
ジ
ャ
ー
ナ
ル
（
二
〇
一
七
年
二
月
）
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七　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
報
告
書
・
そ
の
他

⑴　
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
お
け
る
児
童
虐
待
対
策
」
日
本
犯
罪
社
会
学
会
第
四
三
回
大
会
要
旨
集
（
二
〇
一
七
年
）
四
三
・
四
四
頁

⑵　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
刑
務
所
内
で
の
子
ど
も
の
養
育
～
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
女
子
刑
務
所
長
と
少
年
社
会
福
祉
担
当
者
に
聞
く
～
」

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
及
び
報
告
者
（
二
〇
一
七
年
三
月
四
日
、
東
京
工
業
大
学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
）

⑶　

日
本
弁
護
士
連
合
会
犯
罪
被
害
者
支
援
委
員
会
委
員

⑷　

第
六
〇
回
人
権
擁
護
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
第
一
分
科
会
実
行
委
員
会
委
員
（
海
外
班
班
長
）

⑸　

法
務
省
矯
正
研
修
所
教
官
（
非
常
勤
）

八　

学
会
活
動

⑴　
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
お
け
る
児
童
虐
待
対
策
」
日
本
犯
罪
社
会
学
会
第
四
三
回
大
会
テ
ー
マ
セ
ッ
シ
ョ
ン
Ｆ
「
犯
罪
者
を
親
に

も
つ
子
ど
も
の
視
点
か
ら
見
た
被
虐
待
児
へ
の
対
応
と
虐
待
者
で
あ
る
親
と
の
関
係
に
つ
い
て
」
報
告
（
二
〇
一
六
年
一
〇
月

二
九
日
、
甲
南
大
学
）

⑵　
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
お
け
る
受
刑
者
を
親
に
も
つ
子
ど
も
へ
の
法
的
支
援
」
日
本
司
法
福
祉
学
会
第
一
七
回
全
国
大
会
第
四
分

科
会
「
受
刑
者
を
親
に
も
つ
子
ど
も
へ
の
法
的
支
援
」
報
告
（
二
〇
一
六
年
八
月
二
八
日
、
甲
南
大
学
）
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国
際
関
係
法
学
科

一
之
瀬　

高　

博 

一　

著
書

⑴　

横
田
洋
三
・
廣
部
和
也
・
山
村
恒
雄
編
著　
『
国
際
司
法
裁
判
所　

判
決
と
意
見
』
第
四
巻
（
二
〇
〇
五
―
二
〇
一
〇
年
）（
分

担
執
筆　

第
一
部　

判
決　

第
六
節　

ウ
ル
グ
ア
イ
川
パ
ル
プ
工
場
事
件
、
第
一
六
節　

黒
海
の
海
洋
境
界
画
定
に
関
す
る
事

件
）
国
際
書
院
（
二
〇
一
六
年
八
月
）
九
八
―
一
七
二
頁
、
三
七
五
―
四
〇
二
頁

⑵　

浜
本
光
紹
監
修
・
獨
協
大
学
環
境
共
生
研
究
所
編　
『
環
境
学
へ
の
誘
い
』（
分
担
執
筆　

第
十
二
章　

地
球
環
境
の
保
全
と

国
際
社
会
の
法
―
―
日
本
の
関
連
す
る
事
例
を
手
が
か
り
に
―
―
）
創
成
社
（
二
〇
一
六
年
九
月
）
二
三
一
―
二
五
一
頁

大　

藤　

紀　

子 

一　

著
書
・
編
著

⑴　

浜
本
光
紹
監
修
・
獨
協
大
学
環
境
共
生
研
究
所
編
『
環
境
学
へ
の
誘
い
』
創
成
社
（
担
当
部
分　

第
一
一
章
「『
環
境
』
と
『
法
』

の
変
容
」、
二
一
三
―
二
三
〇
頁
）、
二
〇
一
六
年
九
月
二
〇
日

⑵　

辻
村
み
よ
子
編
集
代
表
『
政
治
変
動
と
立
憲
主
義
の
展
開
』（
講
座 

政
治
・
社
会
の
変
動
と
憲
法

―
フ
ラ
ン
ス
憲
法
か
ら
の
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展
望

―
）
信
山
社
（
担
当
部
分　

第
四
章
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
と
『
国
家
主
権
』

―
そ
の
機
能
的
側
面
に
つ
い
て

―
」、

九
五
―
一
一
六
頁
）、
二
〇
一
七
年
三
月
三
〇
日

二　

論
文

⑴　
「
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
基
本
権
の
機
能
的
な
基
礎
づ
け
に
つ
い
て
」
Ｅ
Ｕ
法
研
究
第
二
号
、
信
山
社
、
五
―
二
八
頁
、
二
〇
一
六
年

一
一
月
三
〇
日

七　

座
談
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
報
告
書
・
そ
の
他

⑴　

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー A

nne Peters, T
he Globalization of State Constitutions, in ed. by Janne N

ijm
an and A

ndré 

N
ollkaem

per, N
ew

 Perspectives on the D
ivide Betw

een N
ational and International Law

, O
xford U

niversity 

Press, 2007, 251-308.「
グ
ロ
ー
バ
ル
立
憲
主
義
」
第
二
回
研
究
会
、
二
〇
一
六
年
一
〇
月
一
四
日
、
於
・
早
稲
田
大
学
早
稲
田

キ
ャ
ン
パ
ス

⑵　

報
告H

um
an Rights Protection in the EU

 and Sovereign Rights of the M
em

ber States : O
n the Functioning 

of EU
 Citizenship, in EU

SI

（EU
 Studies Institute in T

okyo

）Sym
posium

 "H
um

an Rights Issues in Europe and 

A
sia" 

二
〇
一
七
年
一
月
三
〇
日
、
於
・
一
橋
講
堂

八　

学
会
活
動

⑴　

憲
法
理
論
研
究
会
憲
法
理
論
叢
書
編
集
委
員
長
（
二
〇
一
六
年
一
〇
月
〜
）

⑵　

日
本
Ｅ
Ｕ
学
会
総
会
第
一
部
司
会
（
二
〇
一
六
年
一
一
月
二
六
日
）
於
・
一
橋
大
学

⑶　

日
本
Ｅ
Ｕ
学
会
理
事
（
二
〇
一
三
年
四
月
〜
）

⑷　

日
本
Ｅ
Ｕ
学
会
選
挙
管
理
委
員
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岡　

垣　

知　

子 

一　

著
書

（
分
担
執
筆
）「
ケ
ネ
ス
・
ウ
ォ
ル
ツ
の
日
本
的
受
容

―
見
過
ご
さ
れ
た
革
命
」
大
矢
根
聡
編
『
日
本
の
国
際
関
係
論

―
理

論
の
輸
入
と
独
創
の
間
』
勁
草
書
房
、
二
〇
一
六
年
。

二　

論
文

「
ア
メ
リ
カ
的
『
知
』
の
覇
権
下
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
の
国
際
政
治
学
」『
獨
協
法
学
』
第
一
〇
一
号
（
二
〇
一
六
年
一
二
月
）。

四　

書
評

川
﨑
剛
著
「
社
会
科
学
と
し
て
の
日
本
外
交
研
究

―
理
論
と
歴
史
の
統
合
を
め
ざ
し
て
」『
獨
協
法
学
』
第
九
九
号
（
二
〇
一
六

年
四
月
）。

七　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
報
告
書

“Mission U
naccom

plished: the Roles of U
niversities in M

eeting the Regional Challenges in A
sia [

深
化
す
る
ア

ジ
ア
の
地
域
主
義
と
大
学
の
役
割]

”（Presentation at the panel on 

“Asiaʼs N
ew

 O
rder and U

niversities [

ア
ジ
ア
の
新

秩
序
と
大
学]

” at the 11
th Jeju Forum

 for Peace and Prosperity on 

“Asiaʼs N
ew

 O
rder and Cooperative 

Leadership

”（
済
州
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
ア
ジ
ア
の
新
秩
序
と
協
力
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」, M

ay 26, 2016.

八　

学
会
活
動

日
本
国
際
政
治
学
会　

英
文
ジ
ャ
ー
ナ
ル
（International R

elations of the A
sia-Pacific

） 

編
集
委
員
（
二
〇
一
六
～
現
在
）
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鈴　

木　

淳　

一 
七　

座
談
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
報
告
書
・
そ
の
他

「
解
説　

国
際
関
係
法
（
公
法
系
）」
中
央
大
学
真
法
会
編
『
司
法
試
験　

論
文
解
説
と
合
格
答
案　

平
成
二
八
年
度
』（
法
学
書

院
）
三
九
六
―
四
〇
二
頁
（
二
〇
一
七
年
一
月
）

多
賀
谷　

一　

照 

一　

著
書
・
編
著

「
出
入
国
管
理
難
民
認
定
法
判
例
集
」　

二
〇
一
六
年
一
二
月　

加
除
出
版

二　

論
文

⑴　
「
技
能
実
習
制
度
と
出
入
国
管
理
法
制
」
法
律
の
ひ
ろ
ば　

二
〇
一
七
年
三
月　

三
九
―
四
六
頁

⑵　
「
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
と
情
報
法
制
」
獨
協
ロ
ー
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
一
一
号
（
二
〇
一
七
年
三
月
）
一
〇
三
―
一
一
九
頁

成　

嶋　
　
　

隆 

一　

著
書
・
編
著
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共
著　

Centre de recherches adm
inistratives 

（éd.

）, Liberté universitaire en France et au Japon

（Presses 

U
niversitaires dʼA

ix-M
arseille, 2016

）

六　

六
法
・
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル

六
法
編
集
『
教
育
小
六
法
二
〇
一
七
年
版
』（
学
陽
書
房
、
二
〇
一
七
年
一
月
）

七　

座
談
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
報
告
書
・
そ
の
他

⑴　

研
究
会
報
告
「
朝
鮮
高
校
就
学
支
援
金
訴
訟
に
つ
い
て
」（
日
本
教
育
法
学
会
新
教
育
基
本
法
法
制
研
究
特
別
委
員
会
研
究
会
、

桜
美
林
大
学
、
二
〇
一
六
年
七
月
）

⑵　

小
論
文
「
一
八
歳
選
挙
権
と
政
治
教
育
」（
に
い
が
た
の
教
育
情
報
一
二
〇
号
、
二
〇
一
六
年
四
月
）

⑶　

小
論
文
「
憲
法
が
保
障
す
る
『
学
び
の
権
利
』」（
に
い
が
た
の
教
育
情
報
一
二
〇
号
、
二
〇
一
六
年
八
月
）

⑷　

意
見
書
「
朝
鮮
高
校
生
就
学
支
援
金
不
支
給
違
憲
損
害
賠
償
請
求
事
件
に
関
す
る
意
見
書
」（
名
古
屋
地
方
裁
判
所
、

二
〇
一
六
年
六
月
）

⑸　

意
見
書
「
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
支
給
校
指
定
義
務
付
等
請
求
事
件
に
関
す
る
意
見
書
」（
大
阪
地
方
裁
判
所
、
二
〇
一
六

年
七
月
）

⑹　

意
見
書
「
朝
鮮
学
校
無
償
化
不
指
定
処
分
取
消
等
請
求
事
件
に
関
す
る
意
見
書
」（
広
島
地
方
裁
判
所
、
二
〇
一
六
年
一
一
月
）

八　

学
会
活
動

日
本
教
育
法
学
会
会
長
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山　

田　

恒　

久

二　

論
文

「
民
事
訴
訟
法
三
条
の
七
が
適
用
さ
れ
な
い
国
際
的
専
属
的
管
轄
合
意
に
関
す
る
一
考
察
」
平
成
二
八
年
八
月
、
獨
協
法
学

一
〇
〇
号
七
九
―
一
〇
五
頁

三　

判
例
評
釈

⑴　
「
営
業
秘
密
の
開
示
の
差
止
め
を
命
じ
る
米
国
加
州
判
決
の
我
が
国
で
の
執
行
」（
最
高
裁
第
一
小
法
廷
平
成
二
六
年
四
月

二
四
日
判
決
）、
平
成
二
八
年
四
月
、
速
報
判
例
解
説
（
法
学
セ
ミ
ナ
ー
増
刊
）
一
八
号
三
二
五
―
三
二
八
頁

⑵　
「
外
国
法
人
で
あ
る
被
告
が
口
頭
弁
論
期
日
に
一
度
も
出
頭
し
な
か
っ
た
場
合
の
取
扱
い
（
平
成
二
四
・
一
二
・
二
六
東
京
地

判
）」、
平
成
二
八
年
七
月
ジ
ュ
リ
ス
ト　

一
四
九
五
号
一
三
九
―
一
四
二
頁

⑶　
「
日
本
に
住
所
等
を
有
し
な
い
被
告
に
対
し
て
提
起
さ
れ
た
不
法
行
為
に
基
づ
く
損
害
賠
償
を
求
め
る
訴
え
に
つ
い
て
我
が
国

の
国
際
裁
判
管
轄
が
肯
定
さ
れ
た
一
事
例
（
平
成
二
六
・
九
・
五
東
京
地
判
）」
平
成
二
八
年
一
〇
月
、
速
報
判
例
解
説
（
法
学

セ
ミ
ナ
ー
増
刊
）
一
九
号
三
二
五
―
三
二
八
頁

七　

そ
の
他

⑴　
「
ナ
ッ
ジ
と
法
学
の
接
点
」
平
成
二
八
年
一
一
月
獨
協
大
学
情
報
学
研
究
所
二
〇
一
六
年
度
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告

⑵　
「

―
情
報
学
研
究
の
多
様
性
（
法
規
範
の
基
本
構
造
の
理
解
と
デ
フ
ォ
ル
ト
値
）

―
」
平
成
二
八
年
九
月 infrom

atics

九

号
一
―
四
頁
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⑶　
「
巻
頭
言

―
情
報
学
研
究
の
多
様
性
（
法
の
適
用
に
お
け
る
事
実
と
デ
ー
タ
処
理
に
お
け
る
デ
ー
タ
型
と
の
類
似
性
）

―
」

平
成
二
九
年
二
月
、
情
報
学
研
究
六
号
一
―
四
頁

宗　

田　

貴　

行 

二　

論
文

⑴　

宗
田
貴
行
「
特
商
法
上
の
指
示
に
基
づ
く
返
金
命
令
」（
獨
協
法
学
一
〇
〇
号
二
〇
一
六
年
一
五
一
―
一
八
〇
頁
）

⑵　

宗
田
貴
行
「N

ew
 D

evelopm
ents of Collective Legal Protection System

 in Germ
any and Japan

」
鹿
野
菜
穂
子
・

中
田
邦
博
編
『
消
費
者
法
の
現
代
化
と
集
団
的
権
利
保
護
』（
日
本
評
論
社
二
〇
一
六
年
五
二
七
―
五
四
九
頁
）

⑶　

宗
田
貴
行
「
外
国
競
争
法
違
反
に
基
づ
く
内
国
消
費
者
訴
訟
」
日
本
国
際
経
済
法
学
会
年
報
二
五
号
二
〇
一
六
年
一
一
一
―

一
三
〇
頁

五　

翻
訳

イ
ン
ゴ
・
ゼ
ン
ガ
ー
著
（
宗
田
貴
行
訳
）「
集
団
的
権
利
救
済
」
鹿
野
菜
穂
子
・
中
田
邦
博
編
『
消
費
者
法
の
現
代
化
と
集
団
的

権
利
保
護
』（
日
本
評
論
社
二
〇
一
六
年
四
三
三
―
四
五
七
頁
）

八　

学
会
活
動

⑴　

二
〇
一
六
年
四
月
二
日
、
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
平
成
二
八
年
度
科
研
費
研
究
「
消
費
者
被
害
の
救
済
手
段
と
抑
止
手
法
の
多

様
化
及
び
両
者
の
連
携
に
関
す
る
比
較
法
政
策
的
研
究
」
研
究
会
に
て
、
ド
イ
ツ
に
つ
い
て
報
告

⑵　

二
〇
一
六
年
七
月
二
三
日
、
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
平
成
二
八
年
度
科
研
費
研
究
「
消
費
者
被
害
の
救
済
手
段
と
抑
止
手
法
の
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多
様
化
及
び
両
者
の
連
携
に
関
す
る
比
較
法
政
策
的
研
究
」
研
究
会
に
て
、
ド
イ
ツ
に
つ
い
て
報
告

⑶　

二
〇
一
六
年
一
二
月
一
〇
日
、
東
京
経
済
法
研
究
会
に
て
報
告
「
搾
取
的
濫
用
行
為
と
独
禁
法
上
の
行
政
規
制
・
民
事
的
救

済

―
電
気
料
金
等
の
不
当
な
値
上
げ
と
独
禁
法
上
の
救
済
手
段
に
つ
い
て

―
」

海
外
調
査

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
平
成
二
八
年
度
科
研
費
研
究
「
消
費
者
被
害
の
救
済
手
段
と
抑
止
手
法
の
多
様
化
及
び
両
者
の
連
携
に
関
す

る
比
較
法
政
策
的
研
究
・
ド
イ
ツ
調
査
」
と
し
て
、
二
〇
一
七
年
三
月
二
一
日
～
三
月
三
〇
日
に
、
ド
イ
ツ
・
ベ
ル
リ
ン
所
在
の

消
費
者
セ
ン
タ
ー
総
連
盟
（vzbv

）、
連
邦
司
法
・
消
費
者
省
、
連
邦
経
済
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
、
ボ
ン
所
在
の
連
邦
カ
ル
テ
ル
庁
、

オ
ス
ナ
ブ
リ
ュ
ッ
ク
大
学
ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
フ
ク
ス
教
授
に
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査

Ｌ
・
ペ
ド
リ
サ

二　

論
文

Luis Pedriza, N
aturalization as a Constitutionally Protected Institution:　

Revisiting A
rticle 22.2 of the 

Japanese Constitution　

O
SA

K
A

 U
N

IV
ERSIT

Y
 LA

W
 REV

IEW
 N

o. 64 （February 2017

） 1-24

七　

座
談
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
報
告
書

⑴　

国
際
医
療
通
訳
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
名
古
屋
外
国
語
大
学
に
て
）「
医
療
行
為
に
お
け
る
通
訳
人
の
役
割
」
五
月
一
四
日

⑵　

2016 Global Legal Skills Conference 

（GLS-11

） V
erona Italy 

（
ヴ
ェ
ロ
ー
ナ
大
学
に
て
）, R

oundtable on T
eaching 

International Law
, Com

parative Law
, and Law

yering Skills. 

五
月
二
四
日
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⑶　

大
阪
弁
護
士
会
の
司
法
改
革
検
証
・
推
進
本
部
の
弁
護
士
制
度
部
会
に
て
報
告
「
ス
ペ
イ
ン
法
制
度
に
お
け
る
憲
法
裁
判
所

の
位
置
づ
け
」
二
月
二
二
日

Ｊ
・
ラ
シ
ー
ン

七　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

Lexical retrieval in first and second languages: Investigative m
ethods, observed patterns, and theoretical 

im
plications. PacSLRF 2016; 

中
央
大
学 （w

ith T
. Fitzpatrick, P. T

hw
aites, &

 D
. Brow

n, 

二
〇
一
六
年
九
月
一
一
日
）

八　

学
会
活
動

⑴　

Review
er - V

ocabulary Learning and Instruction （V
LI

） （
二
〇
一
三
年
〜
）

⑵　

Review
er - V

ocabulary Education and Research Bulletin （V
ERB

） （
二
〇
一
二
年
〜
）
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総
合
政
策
学
科

大　

谷　

基　

道 

一　

著
書

縣
公
一
郎
・
藤
井
浩
司
編
『
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
時
代
の
行
政
学
』
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
六
年
一
〇
月
（
分
担
執
筆
：「
第

一
〇
章　

公
務
員
制
度

―
地
方
自
治
体
に
お
け
る
任
用
形
態
と
人
材
の
多
様
化
」）

二　

論
文

「
都
市
自
治
体
に
お
け
る
『
行
政
の
専
門
性
』
―
日
本
都
市
セ
ン
タ
ー
の
調
査
研
究
成
果
を
も
と
に

―
」
日
本
都
市
セ
ン
タ
ー

編
『
都
市
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
』
第
二
六
号
（
二
〇
一
六
年
九
月
）、
一
一
四
―
一
三
四
頁

七　

報
告
書
・
そ
の
他

⑴　
「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
調
査
報
告
」『
地
方
公
務
員
の
給
与
決
定
に
関
す
る
調
査
研
究
会
報
告
書
（
平
成
二
九
年
三
月
）』
一
般
財

団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
七
年
三
月
、
二
四
―
七
一
頁

⑵　
「
行
政
学
の
ス
ゝ
メ
」『
月
刊
地
方
自
治
職
員
研
修
』
第
六
八
五
号
～
第
六
九
三
号
（
全
九
回
連
載
）、
二
〇
一
六
年
四
月
～

一
二
月

⑶　

三
郷
市
三
郷
中
央
地
区
交
流
施
設
整
備
等
事
業
に
関
す
る
審
査
委
員
会
委
員
長

⑷　

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
「
地
方
公
務
員
の
給
与
決
定
に
関
す
る
調
査
研
究
会
」
委
員
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⑸　

公
益
財
団
法
人
日
本
都
市
セ
ン
タ
ー
「
都
市
自
治
体
の
公
民
連
携
（
文
化
・
芸
術
振
興
）
に
関
す
る
研
究
会
」
委
員

木　

藤　
　
　

茂　

 【
ド
イ
ツ
（
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト
大
学
）
に
て
長
期
在
外
研
究
中
】

二　

論
文

⑴　
「
各
省
に
よ
る
総
合
調
整
と
行
政
組
織
法
上
の
諸
問
題

―『
内
閣
官
房
・
内
閣
府
見
直
し
法
』を
め
ぐ
る
法
的
考
察（
上
）（
下
）」

（『
自
治
研
究
』 

第
九
二
巻
第
六
号
二
〇
―
三
九
頁
、
第
七
号
六
三
―
七
五
頁
、
平
成
二
八
年
六
月
、
七
月
）

⑵　
「
行
政
組
織
法
か
ら
見
た
法
務
大
臣
権
限
法

―「
行
政
責
任
を
め
ぐ
る
法
理
論
」の
た
め
の
基
礎
的
考
察

―
」（『
獨
協
法
学
』

第
一
〇
〇
号
記
念
号
五
七
―
七
七
頁
、
平
成
二
八
年
八
月
）

関　

根　
　
　

徹 

二　

論
文

⑴　
「
共
犯
の
錯
誤
に
関
す
る
諸
問
題
」『
法
学
新
報
』一
二
三
巻
九
・
一
〇
号
七
〇
五
―
七
二
六
頁（
二
〇
一
七
年
三
月
二
〇
日
発
行
）

⑵　
「
ツ
ィ
ー
バ
ー
ト
・
ジ
ー
ゲ
ル
の
設
例
と
法
定
的
符
合
説
」
獨
協
ロ
ー
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
一
一
号
一
五
三
―
一
六
九
頁
（
二
〇
一
七

年
三
月
三
一
日
発
行
）
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高　

橋　
　
　

均 
一　

著
書
・
編
著

⑴　
『
監
査
役
監
査
の
実
務
と
対
応
（
第
５
版
）』
同
文
舘
出
版
（
二
〇
一
六
年
六
月
）
一
―
三
六
二
頁

⑵　
『
世
界
の
法
律
情
報
～
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ー
ガ
ル
・
リ
サ
ー
チ
』
文
眞
堂
（
二
〇
一
六
年
六
月
）
共
編
著
一
―
三
七
四
頁
（
直

接
執
筆
箇
所
、
三
三
九
―
三
五
七
頁
）

⑶　
『
監
査
役
監
査
と
公
認
会
計
士
監
査
と
の
連
携
の
あ
り
方
』
同
文
舘
出
版
（
二
〇
一
六
年
八
月
）
分
担
執
筆
三
五
―
六
二
頁

二　

論
文

⑴　
「
会
計
監
査
人
と
株
主
代
表
訴
訟
～
会
社
と
の
関
係
を
中
心
に
～
」
会
計
・
監
査
ジ
ャ
ー
ナ
ルV

ol.28,N
o11

（
二
〇
一
六
年

一
一
月
）
八
〇
―
八
六
頁

⑵　
「
取
締
役
改
革
と
今
後
の
取
締
役
会
運
営
・
開
示
の
在
り
方
」Disclosure N

ew
s V

ol.35

（
二
〇
一
七
年
一
月
）
九
五
―

一
〇
〇
頁

⑶　

グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
に
お
け
る
海
外
子
会
社
の
リ
ス
ク
管
理
と
親
会
社
取
締
役
の
責
任
（
二
〇
一
七
年
三
月
）
国
際
取
引
法
学

会
第
二
号
三
七
―
五
六
頁

三　

判
例
研
究
・
批
評

「
定
款
変
更
に
よ
り
退
任
と
な
っ
た
取
締
役
の
損
害
賠
償
（
東
京
地
判
平
成
二
七
・
六
・
二
九
）」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
四
九
六
号

（
二
〇
一
六
年
八
月
）
九
一
―
九
四
頁
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七　

座
談
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
報
告
書
・
そ
の
他

⑴　
「
企
業
不
祥
事
と
会
社
利
害
関
係
者
の
利
益
」
労
務
事
情
No.
一
三
三
〇
（
二
〇
一
六
年
一
一
月
）
二
頁
（
巻
頭
）

⑵　
「
企
業
不
祥
事
と
情
報
伝
達
」
労
務
事
情
No.
一
三
三
一
（
二
〇
一
六
年
一
二
月
）
二
頁
（
巻
頭
）

八　

学
会
活
動
・
社
会
活
動

⑴　

企
業
法
学
会
理
事

⑵　

国
際
取
引
法
学
会
理
事

⑶　

第
一
五
回
イ
ン
タ
ー
カ
レ
ッ
ジ
・
ネ
ゴ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
審
査
委
員
（
二
〇
一
六
年
一
二
月
四
日
・
五
日
、

上
智
大
学
開
催
）

⑷　

埼
玉
弁
護
士
会
綱
紀
委
員
会
委
員

徳　

永　
　
　

光 

二　

論
文

⑴　
「
科
学
鑑
定
」
川
崎
英
明
・
葛
野
尋
之
編
『
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
刑
事
訴
訟
法
』（
法
律
文
化
社
、
二
〇
一
六
年
四
月
）
二
三
七

―
二
五
一
頁

⑵　
「
科
学
的
証
拠
」
法
学
教
室
四
三
五
号
（
二
〇
一
六
年
一
二
月
）
一
五
―
二
一
頁

⑶　
「
獨
協
大
学
地
域
と
子
ど
も
リ
ー
ガ
ル
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
近
年
の
活
動
」
獨
協
ロ
ー
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
一
一
号
（
二
〇
一
七

年
三
月
）
七
五
―
八
五
頁
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⑷　
「
資
力
の
な
い
被
告
人
に
対
す
る
専
門
家
の
援
助
の
保
障
」
獨
協
ロ
ー
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
一
一
号
（
二
〇
一
七
年
三
月
）
一
七
一

―
一
八
五
頁

三　

判
例
評
釈

「
強
姦
事
件
の
被
害
者
供
述
の
信
用
性
が
否
定
さ
れ
た
事
例
」
法
律
時
報
八
九
巻
一
号
（
二
〇
一
七
年
一
月
）
一
二
五
―
一
二
八

頁

七　

座
談
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
報
告
書
・
そ
の
他

報
告
「
鑑
定
資
料
の
保
存
に
つ
い
て
の
考
察
（
法
制
化
に
向
け
て
）」
日
本
弁
護
士
連
合
会
・
全
国
冤
罪
事
件
弁
護
団
連
絡
協
議

会
第
二
五
回
交
流
会
（
二
〇
一
六
年
六
月
二
二
日
、
弁
護
士
会
館
）

八　

学
会
活
動
・
社
会
活
動

⑴　

日
本
刑
法
学
会
会
員

⑵　

法
と
心
理
学
会
理
事

⑶　

司
法
福
祉
学
会
会
員

福　

永　

文　

夫

一　

著
書

⑴　
「
第
一
九
講　

終
戦
か
ら
占
領
改
革
へ
」（
筒
井
清
忠
編
『
昭
和
史
講
義
２
』
ち
く
ま
新
書
、
二
〇
一
六
年
六
月
所
収
）

⑵　
「
大
平
正
芳
と
そ
の
時
代
」（
渡
邉
昭
夫
編
『
二
一
世
紀
を
つ
く
る
―
大
平
正
芳
の
政
治
的
遺
産
を
継
い
で
』
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
、
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二
〇
一
六
年
六
月
所
収
）

⑶　
「
第
一
一
章　

大
平
正
芳
―
『
平
和
国
家
』
日
本
の
創
造
」（
増
田
弘
編
著
『
戦
後
日
本
首
相
の
外
交
思
想
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、

二
〇
一
六
年
九
月
所
収
）

二　

論
文

⑴　
「
戦
後
日
本
の
出
発
・
占
領
と
民
主
主
義
（
第
一
六
回
読
売
・
吉
野
作
造
賞 

受
賞
者
講
演
会
）」『
吉
野
作
造
記
念
館
吉
野
作
造

研
究
』
一
二
号
、
二
〇
一
六
年
四
月

⑵　
「
占
領
と
戦
後
日
本

―
Ｇ
Ｈ
Ｑ
文
書
と
外
務
省
文
書
か
ら

―
」『
外
交
史
料
館
報
』
第
三
〇
号
、
平
成
二
九
年
三
月

七　

そ
の
他

⑴　

講
演
「
占
領
と
戦
後
日
本

―
日
本
の
政
治
を
考
え
る
」
獨
協
大
学
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
特
別
講
座
、
二
〇
一
六
年
七
月

二
三
日

⑵　
「
自
著
を
語
る 

第
二
の
『
戦
後
の
形
成
過
程

―
一
九
七
〇
年
代
日
本
の
政
治
的
・
外
交
的
再
編
』」『
書
斎
の
窓
』
六
四
六
号
、

有
斐
閣
、
二
〇
一
六
年
七
月

大　

川　
　
　

俊 

一　

著
書
・
編
著

⑴　

永
田
均
（
編
著
）『
最
新
改
正　

会
社
法
』（
二
〇
一
六
年
五
月
、
八
千
代
出
版
）「
九
章　

会
社
の
監
査
機
関
と
新
た
な
ガ
バ

ナ
ン
ス
シ
ス
テ
ム
と
は
」（
一
六
四
―
一
八
二
頁
）
担
当
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⑵　

秋
坂
朝
則
（
編
著
）『
監
査
役
監
査
と
公
認
会
計
士
監
査
と
の
連
携
の
あ
り
方
』（
二
〇
一
六
年
八
月
、
同
文
館
出
版
）「
第
五

章　

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
連
携
の
状
況
」（
一
一
一
―
一
三
〇
頁
）
担
当

七　

座
談
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
報
告
書
・
そ
の
他

草
加
市
男
女
共
同
参
画
審
議
会
委
員

作　

内　

由　

子

二　

論
文

⑴　
「
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
「
政
党
」
の
成
立

―
保
守
党
の
失
敗
と
カ
ル
ヴ
ァ
ン
派
政
党
の
成
功
」
水
島
治
郎
編
『
保
守
の
比
較

政
治
学

―
欧
州
・
日
本
の
保
守
政
党
と
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
』
岩
波
書
店
、
五
七
―
七
八
頁

⑵　
「
オ
ラ
ン
ダ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
の
政
党
観

―
ス
ハ
ー
プ
マ
ン『
試
論
』（
一
八
八
三
年
）を
中
心
に

―
」『
獨
協
法
学
』第
百
号
、

二
〇
〇
―
二
二
二
頁

四　

書
評

「<

書
評>

板
橋
拓
己
『
黒
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
―
―
ド
イ
ツ
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
保
守
派
の
「
西

ア
ー
ベ
ン
ト
ラ
ン
ト

洋
」
主
義
』
吉
田
書
店
、

二
〇
一
六
年
」
獨
協
法
学
第
百
一
号
、
五
五
―
六
二
頁
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嶋　

津　
　
　

格

二　

論
文

⑴　
「
Ｉ
Ｔ
社
会
の
規
範
的
考
察
―
―
知
的
財
産
法
を
中
心
に
」
雑
誌
「Law

 &
 T

echnology

」 

七
二
号
、
二
〇
一
六
年
七
月
、

三
二
―
四
〇
頁

⑵　

From
 the V

iew
point of Private Law

; A
 Com

m
ent on Professor T

am
anaha's Paper, in K

osuke N
asu ed., 

Insights about the N
ature of Law

 from
 H

istory; T
he 11th K

obe Lecture, 2014, Franz Sterner V
erlag, 

Stuttgart, 

二
〇
一
七
年
三
月
、
四
九
―
五
六
頁

四　

書
評

「
平
等
へ
の
妄
執
（obsession

）
を
抉
る
―
―
ロ
ー
ル
ズ
論
の
好
著
二
冊
」、
雑
誌
『
法
と
哲
学
』
第
二
号
、
二
〇
一
六
年
五
月
、

一
四
七
―
一
七
〇
頁
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